
「由利本荘市 第６回学ぶんタイピング競技会」の結果 

 

今年度２回目の「由利本荘市 第 6回学ぶんタイピング競技会」を令和7年１２月８日から

令和8年１月１９日の期間に実施しました。年末年始を含む短期間でしたが、小学生に限る

と参加人数は昨年度と比較しても、第5回と比較しても増加傾向にあります。徐々にではあ

りますが競技会への興味・関心が高まってきているようです。 

事前にお知らせしていましたように、各学年上位１０名の入賞者のイニシャルと得点を紹介

致します。入賞した皆さんおめでとうございます。賞状は各学校にお届けします。 

 

 小学１年生 小学２年生 小学３年生 

 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 

第１位 KR ３１３４８ WD ５５１０６ KH ４２６３８ 

第２位 SH ３０４０２ SA ４８１９１ AN ４１４８７ 

第３位 IH ２０１１６ SS ４５７４８ KU ３８１４５ 

第４位 IY １４８５０ EK ４５６０１ SR ３７２００ 

第５位 WM ５７５２ KS ４５０６６ ST ３５０２７ 

第６位   SA ４３０５０ YT ３４９８８ 

第７位   YR ４１１００ KJ ３２５６５ 

第８位   SK ３７９０５ WK ３０４２８ 

第９位   TK ３５１５９ SY ３０２２０ 

第 10位   NT ３４７６４ YS ２９９３１ 

 

 小学４年生 小学５年生 小学６年生 

 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 

第１位 SM ５０５７７ OS ６６１２８ SN ７６５６７ 

第２位 KT ５００２８ TR ６５６９１ SM ６００３１ 

第３位 SS ４３８２８ IM ５９０２７ SJ ５９９３９ 

第４位 SE ４１０３３ SR ５７４０１ IY ５８１４８ 

第５位 ON ３７１１９ KK ５４４０９ SA ５７０６５ 

第６位 SR ３７１０４ ST ５３９３９ IA ５６５３７ 

第７位 HY ３６８６５ IK ５３０９５ MH ５６４４０ 

第８位 KA ３６７１０ MH ５２２９９ MR ５５０９３ 

第９位 MT ３６５３２ HH ４９９１５ SY ５１３０９ 

第 10位 OT ３６２１４ IA ４８５５９ SR ５１２９３ 

 



 中学１年生 中学２年生 中学３年生 

 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 イニシャル 得 点 

第１位 ON ４９６０６ OY ６１１４６ SY ３５４６３ 

第２位 KH ４４５３７ KK ５３４４１ KK ２９１４０ 

第３位 OE ３２５３７ OY ４７６２８ ＳY ２７２１９ 

第４位 SM ２８０１５ SS ４３６９２ OY ２２７１１ 

第５位 SR ２６７９２ WS ４１９３０ ＭＲ ２２１３６ 

第６位 MA ２３２５０ KH ３９２９１ MK ２１８３５ 

第７位 MN １７４２１ ＴＨ ３７３７５ MI ２１３００ 

第８位 OY １６５８８ SN ３５９２７ SM １８６５７ 

第９位 TY １０５００ MR ２９８１１ TM １７３００ 

第 10位 ＳY  ８７００ ST ２９７４９ SY １４６６２ 

 

 上位の児童生徒の結果を見ると、以下のことが言えます。 

・「1分間あたりの入力文字数」については、年度内で確実に増え、経年比較してみてもか

なり成績が上がってきています。特に今回は小学校2年生の成績（１分間あたりに228

文字）の伸びが顕著で、“低学年でもスピーディーに200文字以上打つことができるよ

うになるものなのだ”と驚かされました。 

・総合得点についても、小学校では年度内にほとんどの学年の成績が上がってきていま

す。この競技会を一つの機会として、児童のタイピングスキルが向上しています。 

   ・「正タイプ率」については、低学年では「9０％」を下回っていますが、小学校３年生以

上では「9５％」程で安定した力がついています。 

 

競技会に参加していない児童生徒を含めた市全体の実態が把握できないことを以前から

懸念していますが、学級担任の先生方は一人一人の情報活用能力の実態を把握しているも

のでしょうか？この競技会への中学校生徒の参加者は限定的ですし、小学校においても学

校や学級によって参加にはかなり差が見受けられます。競技会への参加方法の説明と１０

分程度の体験で、その後は個々に隙間時間などを使っていつでも取り組むことが可能とな

っています。    

「らっこたん」では本競技会以外にも児童生徒はいつでもタイピング練習をして評価を

可視化でき、学校としても児童の学習状況を閲覧することができるので、指導に役立てる

ことができます。 

学校は日々多忙ではありますが、児童生徒に教育格差が生じることのないように来年度

以降もご指導をお願いします。 

 


